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子ども議員質問 ２番（富田小学校６年 木下結希乃君）--- 6

１ 信号機を付ける順番について 

 富田地区には、何度も事故が起きたことのある道路があります。 

 何年か前に、県外から旅行に来ていた家族が事故で亡くなってしまいました。 

 けれど、その道路は、今も信号機が付いていません。 

 そこで、質問です。 

○なぜ、事故が起きたことのある道路に信号を付けないのですか。 

○信号機を付ける順番は、どうなっているのですか。 

○信号機を立てる順番は、誰が決めているのですか。 

 

 

子ども議員質問 ３番（有終南小学校６年 山﨑正一君）--- 7

１ 大野市で行われる福井しあわせ元気国体・大会について 

○たくさんの人が来ると思われるが、防犯対策はできているのか。例えば、街灯や防犯カメ

ラは増やすのか。 

○大野に来てくださる障がい者のために、バリアフリー化や点字ブロック、音の出る信号な

ど、優しいまちづくりを進めてほしい。 

○学校の授業で、国体の観戦に行きたい。 

○大野市で行われる競技を体験できるイベントを企画してほしい。 
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子ども議員質問 ４番（阪谷小学校６年 福田ちひろ君）--- 8

１ 電子黒板について 

私たちの学校の５、６年生は、授業のときに電子黒板を使って勉強しています。 

資料を拡大して見ることができ、動画もあるので分かりやすく勉強することができていま

す。 

そこで、質問です。 

○ほかの学校の５、６年生も電子黒板を使って勉強しているのですか。 

○電子黒板は、なぜ５、６年生だけなのですか。また、ほかの学年にも使えるようになるの

ですか。 

○なぜ電子黒板を使って勉強しようと思ったのですか。 

 

２ 赤ちゃんを産む病院について 

今、大野市や勝山市には、赤ちゃんを産むことができる病院がありません。 

赤ちゃんを産むときは、福井市まで行かなくてはならないそうです。 

遠くて大変だと思います。 

そこで、質問です。 

○「病院がないから子どもをつくらない」という人もいると思うのですが、それについてど

う思いますか。 

 

 

 

子ども議員質問 ５番（和泉小学校６年 村松太郎君）----- 11

１ 通学路（横断歩道）について 

僕たち和泉小学校の半数以上の児童は、放課後、少し離れた児童クラブにほとんど毎日通っ

ています。下校のときにみんなで集まって行くのですが、その児童クラブへは、横断歩道のあ

る国道を必ず渡らないといけません。道の駅を利用する車や大型トラックなど、さまざまな車

がスピードを出して通るので、「とても危険だなあ」といつも思います。 

左右をしっかり確認して、車が完全に止まったことを確認して渡ることを心掛けています

が、日によっては低学年だけで行くこともあるので、やはり心配です。 

そこで、質問をします。 

○歩行者用信号機は、すぐに設置できないのですか。 

 また、６年生で次のような提案を考えました。 

○道の駅九頭竜の前に、歩行者用信号機を設置してほしいです。 

 

２ 学校内の設備について 

 僕たちの通っている和泉小学校は、できて間もない新しい学校です。校舎は木材をたくさ

ん使っていて、開放的です。また、冬は二重の窓と蓄暖が付いているので、外は寒くても、校

内はポカポカと温かいです。このように、冬のことを考えた造りになっているので、僕たちは

とても快適に過ごしています。 
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そんな校舎なのですが、「ちょっと不便だなあ」と思うところがあります。僕たちがよく使

う体育館には、一旦２階に上がってから、また１階に下りなければいけません。なぜなら、１

階から体育館に通じる扉だけが、引き戸ではなくて、家のドアのようになっているタイプだか

らです。強風が吹くと、とても危険だという理由で、毎日のように２階に上がって、１階に下

りることを繰り返しています。 

そこで、次のような提案と質問をします。 

○外に出る１階の扉を引き戸にして、１階から外へ出られるようにしてほしいです。 

○引き戸にするには、どれくらいのお金が掛かるのですか。 

 

 

子ども議員質問 ６番（上庄小学校６年 木間来実君）--- 12

１ 地域の建物や施設について 

今、私の通っている上庄小学校では、グラウンドの整備工事が行われています。２学期に新

しくなったグラウンドで体育大会を行うのが楽しみです。 

３階の教室から工事の経過を眺めていると、最初のころはたくさんの白い堅そうな石がたく

さん見えていましたが、最近では、きれいな土がなめらかに敷かれているのが分かります。 

また、昨年から教室にエアコンが取り付けられました。 

３階で先生も含め39人いる私たちの教室は、朝から気温が30度もあり、湿度は70㌫を超え

て、とても過ごしにくいのですが、今年の夏はエアコンを動かしていただき、とても助かって

います。 

そこで、質問をします。 

○地域にある建物を建て替えたり、整備するのは、誰が決めるのですか。 

○今回の工事は、いつから計画していましたか。また、グラウンドの整備やエアコン取り付

けには、幾らぐらいの費用が掛かりますか。 

○昨年１年間で、エアコンを使用したために掛かった電力量はどのくらいですか。また、そ

の費用は幾らぐらい掛かりましたか。 

○地域に公民館や集会所などの建物を建てるときには、地域の人の意見はどのように集めて

いるのですか。 

 

２ 手洗いについて 

有終南小学校では、トイレを新しくして気持ちよくなったと聞いています。上庄小学校もト

イレが古いです。臭かったり、ドアも何回も修繕して使っています。 

○このような、実際に使用している私たちの願いを、どのような形で届けたらよいのです

か。 

○また、トイレの改修工事はしてもらえないのですか。 
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子ども議員質問 ７番（有終東小学校６年 村下佳穂君）--- 14

１ 大野市の交通安全について 

今年から私たちの学校では、自転車で学校に来る場合、ヘルメットを必ず着用して登下校を

することになりました。 

友達と遊びに行くときにも、かぶって出掛けるようになりました。 

夏休み前には、生活委員会が中心となって、正しくヘルメットをかぶるよう呼び掛けまし

た。 

このように私たちの学校では、一人一人が交通安全を意識して活動するようになりました。 

また、毎日の集団登校なども、班長が中心となって安全に学校に来ることができるよう気を

付けています。 

しかし、私たちの地区は狭い道が多く、歩道がない道もたくさんあります。 

側溝や川の横にガードレールがなく、気を付けていても、はまりそうになるときがありま

す。 

また、狭い道をスピードを出してくる車が多く、歩くのが怖いです。 

大人の人たちは、スピードを守っているのでしょうか。 

私たちも一人一人が意識して、交通ルールを守るように心掛けていかなくてはいけません。 

ですが、私たちがルールを守っていても、危険だなと感じるときがあります。 

そこで、質問をします。 

○大野市役所の方は、子どもたちが通るのに危険な場所を分かっているのですか。 

○（はいのとき）実際に行き、何か対策を考えているのですか。 

○大野市内では、きちんと車や自転車の交通ルールは守られているのですか。 

○ガードレールや歩道を作ったり、スピードの制限の看板を立てたり、スクールゾーンを作

ったりするのは、私たちや学校が言えばしてくださるのですか。それとも事故が起きてか

らでないとしてもらえないのですか。 

○大野市内では、交通安全の呼び掛けはしているのですか。 

○今後、私たちが通る時間帯に取り締まりをするなど、私たちが安全に学校に行くことがで

きるような取り組みをしたり、もっとみんながルールを守るように呼び掛けをしたりする

予定はありますか。 

 

２回目以降の質問 --------------------------------------- 
17

 

子ども議員質問 ８番（下庄小学校６年 岡本敦樹君）----- 17

１ 大野市の天空の城のアピールの仕方について 

今、天空の城は、大野市として強くアピールできるものの一つです。 

一方、天空の城でアピールしている市町村や国は、ほかにもあります。 

例えば、兵庫県や岡山県やドイツなどです。 
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大野市は、茨城県古河市と姉妹都市を結んでいますが、それとは別に天空の城つながりとい

うことで、それらの市と姉妹都市を結び、交流していくとよいと考えます。 

外国と姉妹都市を結べば、大野のイメージが上がり、国際的にも注目されるからです。 

このことについて、大野市のお考えをお聞かせください。 

 

２ しょう油作り体験を生かしたイベント作り 

僕は、先月、町内のイベントで大野市内のしょう油屋さんに行ってしょう油作り体験のイベ

ントに参加しました。 

それは、とっても楽しかったです。 

しょう油作りについての詳しいお話まで聞けたので、最高でした。 

しょう油かつ丼を開発したのも、そのおしょう油屋さんだと聞いています。 

そこで、自分で作ったオリジナルしょう油をかつ丼にかけて、特製オリジナルしょう油かつ

丼を作って食べるというイベントを企画するとよいのではないかと考えます。 

福井県は、福丼県（ふくどんけん）としてアピールもしているので、それと連動させると盛り上が

ると思います。 

自分で作ったしょう油を使うと、おいしさも倍増するし、イベントとしても楽しくて、とて

も話題になると思います。 

このことについて、大野市のお考えをお聞かせください。 

 

２回目以降の質問 --------------------------------------- 19

 

子ども議員質問 ９番（小山小学校６年 村田湧豊君）----- 19

１ クーラーについて 

去年、僕たちの教室にクーラーが入りました。 

夏休み前の暑い日に使うことができて、とても気持ちよく学習することができました。 

そこで、質問をします。 

○教室以外の特別教室には、クーラーを付けないのですか。 

○体育館にもクーラーを付けたり、床暖房を付けたりすることはできないのですか。 

○特別教室や体育館にクーラーなどを設置しようとすると、どれくらいお金が掛かります

か。 

 

 

子ども議員質問 10番（有終西小学校６年 田中千大君）--- 20

１ 町のにぎわいについて 

僕は、大野が大好きです。それは大野の町は歴史があるからです。 

でも、ちょっと不便なこともあります。それは買い物をするとき、まちなかにはお店が少な

いということです。 
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まちなかには、空き地や空き家が多いと思います。 

その空き地にお家やお店が建てば、にぎやかになると思います。 

そこで、質問をします。 

○まちなかの空き地や空き家を減らすために、大野市では何かしているのでしょうか。あれ

ば教えてください。 

○僕が住んでいる大和町は、お父さんのときと比べると、子どもの数が３分の１以下だと聞

きました。僕は、みんなが大野にずっと住み続ければ、子どもも増えると思います。多く

の若い人が大野に住み続けられるように、大野市で何かやっていることがあれば教えてく

ださい。 

 

 

子ども議員質問 １番（乾側小学校６年 高村あかり君）--- 22

１ 「結の故郷」について 

私は、学校でもらう大野市のチラシやポロシャツに書いてある結の故郷というロゴマークを

よく見掛けます。 

ロゴマークが入ったポロシャツは、学校の先生や私の母も着ています。 

６年生の国語の授業の大野市の魅力を伝えるパンフレット作りでも、ロゴマークを使いまし

た。 

ロゴマークは、シンプルで覚えやすいと思いますが、逆にシンプル過ぎて、観光客の印象に

は残りにくいと思います。 

もっと大野の特産物がデザインされていたり、色をカラフルにすると、観光客の目を引いた

り、印象に残ったりするのではないかと思います。 

そこで、質問をします。 

○結の故郷というキャッチフレーズのロゴマークやデザインは、いつ、どのようにして決ま

ったのですか。 

○なぜ「故郷（こきょう）」を「くに」と読ませるのですか。観光客には読みづらいと思うのです

が、どうですか。 

 

 

大野市議会議長講評-------------------------------------- 23
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大野市議会 

議   員 
野 村  勝 人  君 

大野市議会 

議   員 
堀 田  昭 一  君   

 

 

５．事務局職員出席者 

局 長 西 川  千鶴代 次 長 岸 田  尚 悟 

企 画 主 査 多 田  桂 子 企 画 主 査 前 田  晃 宏 
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６．議事 

（午後２時00分 開議） 

 

○議会事務局長（西川千鶴代君） 

皆さま、こんにちは。 

これから第２回子ども議会が開会されるわ

けでございますが、その前に、本日、ご出席

の皆さまをご紹介させていただきます。 

まず子ども議員を紹介いたします。 

乾側小学校６年、高村あかりさん。 

（高村あかり君 起立、礼） 

（拍手、拍手、拍手） 

○議会事務局長（西川千鶴代君） 

富田小学校６年、木下結希乃さん。 

（木下結希乃君 起立、礼） 

（拍手、拍手、拍手） 

○議会事務局長（西川千鶴代君） 

有終南小学校６年、山﨑正一さん。 

（山﨑正一君 起立、礼） 

（拍手、拍手、拍手） 

○議会事務局長（西川千鶴代君） 

阪谷小学校６年、福田ちひろさん。 

（福田ちひろ君 起立、礼） 

（拍手、拍手、拍手） 

○議会事務局長（西川千鶴代君） 

和泉小学校６年、村松太郎さん。 

（村松太郎君 起立、礼） 

（拍手、拍手、拍手） 

○議会事務局長（西川千鶴代君） 

上庄小学校６年、木間来実さん。 

（木間来実君 起立、礼） 

（拍手、拍手、拍手） 

○議会事務局長（西川千鶴代君） 

有終東小学校６年、村下佳穂さん。 

（村下佳穂君 起立、礼） 

（拍手、拍手、拍手） 

○議会事務局長（西川千鶴代君） 

下庄小学校６年、岡本敦樹さん。 

（岡本敦樹君 起立、礼） 

（拍手、拍手、拍手） 

○議会事務局長（西川千鶴代君） 

小山小学校６年、村田湧豊さん。 

（村田湧豊君 起立、礼） 

（拍手、拍手、拍手） 

○議会事務局長（西川千鶴代君） 

有終西小学校６年、田中千大さん。 

（田中千大君 起立、礼） 

（拍手、拍手、拍手） 

○議会事務局長（西川千鶴代君） 

次に、答弁のために出席している理事者の

皆さんをご紹介いたします。 

岡田高大大野市長。 

今 洋佑副市長。 

松田公二教育長。 

田中雄一郎企画総務部長。 

小川市右ヱ門教育委員会事務局長。 

田中一郎民生環境部長。 

朝日俊雄産経建設部長。 

松田佳生消防長。 

清水啓司企画財政課長。 

次に、オブザーバーとして出席の大野市議

会議員を紹介いたします。 

髙岡和行大野市議会議長。 

宮澤秀樹副議長。 

榮 正夫議員。 

砂子三郎議員。 

畑中章男議員。 

兼井 大議員。 

島口敏榮議員。 

藤堂勝義議員。 

川端義秀委員。 

梅林厚子議員。 

永田正幸議員。 

松田元栄議員。 

山崎利昭議員。 

髙田育昌議員。 
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廣田憲徳議員。 

野村勝人議員。 

堀田昭一議員。 

以上で出席者の紹介を終わります。 

それでは、子ども議会議長の高村さんは、

議長席に着席ください。 

（議長 高村あかり君 着席） 

○議長（高村あかり君） 

皆さん、こんにちは。 

私は、本日の議長を務めさせていただきま

す乾側小学校６年、高村あかりです。 

どうぞよろしくお願いします。 

初めに、大野市民憲章と大野市教育理念を

唱和しますので、皆さんお立ちください。 

（全員起立） 

○議長（高村あかり君） 

村田湧豊さん、田中千大さんは、議長の前

の檀上にお願いします。 

（村田湧豊君 登壇） 

○議長（高村あかり君） 

最初に、大野市民憲章を唱和します。 

小山小学校６年、村田湧豊さんの後に続い

て、唱和してください。 

村田さん、お願いします。 

○村田湧豊君  

大野市民憲章。 

九頭竜川の上流にある大野は、清らかな水

と空気に恵まれ、緑豊かな自然にはぐくまれ

てきました。純朴さの中にも幕末の大野丸に

象徴される進取の気象と、雪国特有のねばり

強さとで、今日の繁栄を築いてきました。私

たちは、美しい自然と輝かしい伝統を受け継

ぎ、住みよく生きがいのあるまちづくりを目

指して、市民憲章を定めます。 

一つ、みずみずしさあふれるまちに。 

○全員 

私たちは、美しい自然を守り、豊かな郷土

をつくります。 

○村田湧豊君  

一つ、小さな芽が伸びるまちに。 

○全員 

私たちは、伝統を受け継ぎ、新しい文化を

育てます。 

○村田湧豊君  

一つ、大きくはばたくまちに。 

○全員 

私たちは、働くことに喜びを持ち、郷土の

発展につとめます。 

○村田湧豊君  

一つ、あたたかい心のかようまちに。 

○全員 

私たちは、健康で幸せな家庭をつくり、親

切の輪を広げます。 

○村田湧豊君  

一つ、明るくやすらぎのあるまちに。 

○全員 

私たちは、まちづくりに進んで参加し、住

みよいまちを築きます。 

（田中千大君 登壇） 

○議長（高村あかり君） 

次に、大野市教育理念を唱和します。 

有終西小学校６年、田中千大さんの後に続

いて、唱和してください。 

田中さん、お願いします。 

○田中千大君 

大野市教育理念。 

「明倫の心を重んじ 育てよう 大野人」 

○全員 

人としての生きる道を明らかにし、進取の

気象を育てた明倫の心は、いつの時代におい

ても変わらない大野の学びの原点です。 

私たちは、この心を大切にして、優しく、

賢く、たくましい大野人になるため、学び、

育てることに努めていきます。 

○議長（高村あかり君） 

皆さん、お座りください。 
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（全員着席） 

○議長（高村あかり君） 

村田さん、田中さんは自分の席にお戻りく

ださい。 

（村田湧豊君、田中千大君 降壇） 

○議長（高村あかり君） 

これより平成28年８月第２回大野市子ども

議会を開会します。 

本日の議事日程は、皆さんにお配りしたと

おりです。 

直ちに本日の会議を開きます。 

これより日程に入ります。 

日程第１「議席指定」を行います。 

議席については、既にくじにより決定して

おりますので、議長の私が読み上げます。 

２番 富田小学校６年、木下結希乃さん、 

３番 有終南小学校６年、山﨑正一さん、 

４番 阪谷小学校６年、福田ちひろさん、 

５番 和泉小学校６年、村松太郎さん、 

６番 上庄小学校６年、木間来実さん、 

７番 有終東小学校６年、村下佳穂さん、 

８番 下庄小学校６年、岡本敦樹さん、 

９番 小山小学校６年、村田湧豊さん、 

10番 有終西小学校６年、田中千大さん、 

そして１番、私、 

乾側小学校６年、高村あかりをそれぞれ指

定いたします。 

日程第２「会議録署名議員の指名」を行い

ます。 

会議録署名議員は、議長の私が 

２番 木下結希乃さん、 

３番 山﨑正一さん 

のお二人を指名します。 

日程第３「会期の決定」を行います。 

この子ども議会の会期は、本日１日とした

いと思います。 

この決定は、電子採決で行います。 

電子採決の準備をお願いします。 

（議会事務局、電子採決の準備） 

○議長（高村あかり君） 

会期を本日１日とすることに賛成の人は、

賛成ボタンを押してください。 

（各議員 表決） 

○議長（高村あかり君） 

確定いたします。 

（採決集計 賛成９人 反対ゼロ人） 

○議長（高村あかり君） 

全員賛成です。よって、会期は本日１日と

決定しました。 

日程第４、大野市長よりあいさつをいただ

きます。 

大野市長、岡田高大さん。 

（市長 岡田高大君 登壇） 

○市長（岡田高大君） 

皆さん、こんにちは。 

大野市長の岡田高大でございます。 

本日は、大野市子ども議会に10人の子ども

議会議員の皆さんにご参加をいただき、大変

うれしく思っております。 

この子ども議会は、大野市議会のご努力に

よりまして、将来の大野市を担う皆さんが質

問や提案をすることにより、市の仕事や議会

の仕組みを理解してもらいたいという思いと、

将来も大野市に住み続けたいと感じてもらい

たい、そんな思いから、昨年に続きまして、

２回目の子ども議会を開催するものでありま

す。 

皆さんがおられるこの部屋は、本会議場と

いいます。 

ここでは、皆さんが安全で安心に暮らせる

よう、これからの大野市をどうしていくのか

を話し合うとても大切な場所です。 

現在、大野市では「ひかりかがやき、たく

ましく、心ふれあうまち」を目指して、さま

ざまな取り組みを行っていますが、本日は皆

さんが子ども議会議員として、私たちの大野
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市をもっと住み良いまちにするため、一生懸

命考えられたことを質問していただけたらう

れしく思います。 

私も皆さんの質問に精一杯答えさせていた

だき、いただいた意見や提案をこれからのま

ちづくりに生かしていきたいと考えています。 

皆さんの顔を見ますと、これから開催する

子ども議会に対する熱い意欲と熱意が伝わっ

てきて、大変頼もしく思っております。 

この広い議場で、大勢の人の前ですから、

とても緊張するかも分かりませんが、自信を

持って質問をしてくださるよう、よろしくお

願いいたします。 

終わります。 

○議長（高村あかり君） 

日程第５「子ども議員質問」を行います。 

木下結希乃さんは、質問席へお願いします。 

（２番 木下結希乃君 質問席へ移動） 

○議長（高村あかり君） 

最初に、２番、富田小学校６年、木下結希

乃さんが質問を行います。 

（２番 木下結希乃君 「議長」と呼ぶ） 

○議長（高村あかり君） 

木下さん。 

○２番（木下結希乃君） 

富田小学校６年、木下結希乃です。 

信号機を付ける順番について質問します。 

富田地区には、何度も事故が起きたことの

ある道路があります。 

何年か前に、県外から旅行に来ていた家族

が事故で亡くなってしましました。 

けれど、今もその道路には信号機が付いて

いません。 

また、七板地区から登校してくる友達が、

スピードを出して来る車が危ないので、信号

機がないと不安だと言っています。 

そこで、質問です。 

なぜ事故が起きたことのある道路に信号機

を付けないのですか。 

信号機を立てる順番は誰が決めているので

すか。 

信号機を付ける順番はどうなっているので

すか。 

○議長（高村あかり君） 

木下さんの質問について、答弁をお願いし

ます。 

市長、岡田さん。 

（市長 岡田高大君 答弁席へ移動） 

○市長（岡田高大君） 

木下議員ご質問の「信号機を付ける順番」

についてお答えします。 

まず「なぜ事故が起きたことのある道路に

信号機を付けないのですか」についてですが、

信号機の設置は警察が行いますので、警察に

確認したところ、信号機の設置については車

の交通量など、たくさんの基準があり、その

基準を満たした場所に付けているとのことで

す。このため、事故が起きたことのある道路

であっても、信号機が付かない場合がありま

す。 

そこで、交差点の安全対策として、車を運

転している人に気を付けてもらうため、交差

点を赤色に塗って目立つようにしたり、より

標識を見やすいように取り付けたりする対策

を行っております。 

また、学校からは、通学路にしている児童

の皆さんに、気を付けるように指導してもら

っています。 

次に「信号機を付ける順番は、どうなって

いるのですか」と「信号機を立てる順番は、

誰が決めているのですか」についてですが、

先ほどもお答えしましたように、警察が設置

基準を満たしている交差点から危険性を考え

て決めているそうです。 

○議長（高村あかり君） 

以上で木下結希乃さんの質問を終わります。 
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木下さんは、自分の席に戻ってください。 

山﨑正一さんは、質問席へお願いします。 

（３番 山﨑正一君 質問席へ移動） 

○議長（高村あかり君） 

次に、３番、有終南小学校６年、山﨑正一

さんが質問を行います。 

（３番 山﨑正一君 「議長」と呼ぶ） 

○議長（高村あかり君） 

山﨑さん。 

○３番（山﨑正一君） 

有終南小学校６年、山﨑正一です。 

大野市で行われる福井しあわせ元気国体・

大会について質問します。 

僕は、スポーツを見ることも、することも

大好きです。 

だから、福井しあわせ元気国体・大会をと

ても楽しみにしています。 

そこで、質問とお願いが二つずつあります。 

まず質問です。 

一つ目は、たくさん人が来ると思われます

が、防犯対策はできているのかということで

す。例えば、街灯や防犯カメラは増やすのか

ということです。 

二つ目は、大野に来てくださる障がい者の

ために、優しいまちづくりは進んでいるのか

ということです。バリアフリー化や点字ブロ

ック、音の出る信号などです。 

次に、お願いです。 

一つ目は、学校の授業で国体の観戦に行か

せてほしいということです。 

県や国を代表する選手のプレーを間近で見

てみたいからです。 

二つ目は、大野市で行われる競技を体験で

きるイベントを企画してほしいということで

す。 

○議長（高村あかり君） 

山﨑さんの質問について、答弁をお願いし

ます。 

市長、岡田さん。 

（市長 岡田高大君 答弁席へ移動） 

○市長（岡田高大君） 

山﨑議員ご質問の｢大野市で行われる福井

しあわせ元気国体・大会」についてお答えし

ます。 

福井しあわせ元気国体は、２年後の平成30

年９月29日から10月９日までの11日間にわた

り開催されます。 

大野市で行われる正式競技は、自転車ロー

ド・レース、相撲、カヌーのスラローム・ワ

イルドウォーターの３競技です。 

公開競技は、パワーリフティングを国体の

１週間前に行います。 

また、国体の１週間後に、福井しあわせ元

気大会として全国障害者スポーツ大会が行わ

れ、大野市では耳に障がいがある方によるバ

レーボール競技を開催します。 

まず「防犯対策」についてお答えします。 

ご質問のとおり国体開催時には、選手や監

督、役員、応援に来られる方など、多くの

方々が大野市に訪れます。 

防犯対策については、大会関係者や警察、

地域の方々で作られている防犯隊などとよく

話し合って、取り組みたいと考えています。 

次に「障がい者のための優しいまちづくり」

についてお答えします。 

大野市では、誰もが快適で暮らしやすいま

ちを目指し、公共施設においては、年齢や障

がいのあるなしにかかわらず、さまざまな人

が利用しやすいように、多目的トイレや障が

い者用駐車場を設置したり、段差をなくした

りして、施設のバリアフリー化を進めていま

す。 

さらに、これら施設のバリアフリー化に加

え、大野市に住む全ての市民が、障がいのあ

る人に対する理解を深め、誰もが障がいのあ

る人への心配りや手助けができる「結の心」
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で支え合うまちづくりを進めています。 

点字ブロックについては、歩行者の方が安

全に歩行できるかなどを考え、交通量の多い

交差点や公共施設の周辺の歩道などで整備し

ています。 

音の出る信号機については、福井県警察本

部が、点字ブロックと同じように、人通りの

多い交差点、例えば有終南小学校区では三番

通りとこぶし通りが交差する交差点に設置し

ています。 

このように、福井しあわせ元気国体・大会

で、大野市を訪れる多くの方々に対して、安

全・安心に過ごしていただける環境づくりが

できていると考えていますが、これからもい

ろいろな取り組みを着実に実施することによ

り、大野市が、より一層障がいのある方に優

しいまちになるよう目指していきたいと思い

ます。 

次に「授業での国体観戦」についてお答え

します。 

国体は、国内で最も大きなスポーツの大会

です。 

国内のトップレベルの選手がたくさん出場

しますので、ぜひ皆さんにも観戦していただ

き、元気な応援をしていただきたいと考えて

います。 

大野市では、市内で開催される競技を多く

の小中学生の皆さんに観戦していただけるよ

うに、今後、学校の先生方と話し合いを進め

ていきたいと思います。 

次に「大野市で開催の競技を体験できるイ

ベント」についてお答えします。 

大野市や市内の団体では、競技体験できる

イベントとして、小学生の皆さんにも参加し

ていただけるスポーツ教室などを多数開催し

ています。 

今年は、相撲教室を７月からエキサイト広

場で開催していますし、自転車教室につきま

しては、９月以降に講習会や体験会、サイク

リングを開催する予定であります。 

また、カヌーにつきましては、夏休みを活

用して、Ｂ＆Ｇ海洋センターのプールや九頭

竜湖でカヌー教室を開催するとともに、学校

の体育の授業でも体験していただいています。 

これらスポーツ教室のほか、わんぱく相撲

や小学生相撲選手権大会などの相撲大会の開

催、新緑まつり会場でのカヌー体験も開催し

ています。 

９月４日には、家庭にある自転車を使った

「ゆいチャリ de 越前おおの」が開催され

るなど、自転車を活用したイベントも企画さ

れています。 

これからも小学生の皆さんをはじめ多くの

皆さんに、大野市で開催する競技を楽しく体

験していただける機会を増やしていきたいと

思っています。 

○議長（高村あかり君） 

以上で山﨑正一さんの質問を終わります。 

山﨑さんは、自分の席に戻ってください。 

福田ちひろさんは、質問席へお願いします。 

（４番 福田ちひろ君 質問席へ移動） 

○議長（高村あかり君） 

次に、４番、阪谷小学校６年、福田ちひろ

さんが質問を行います。 

（４番 福田ちひろ君 「議長」と呼ぶ） 

○議長（高村あかり君） 

福田さん。 

○４番（福田ちひろ君） 

阪谷小学校６年、福田ちひろです。 

一つ目の質問です。 

電子黒板について。 

私たちの学校の５、６年生は、授業のとき

に電子黒板を使って勉強をしています。 

資料を拡大して見ることができ、動画もあ

るので分かりやすく勉強することができてい

ます。 
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そこで、質問です。 

ほかの学校の５、６年生も電子黒板を使っ

て勉強しているのですか。 

電子黒板は、なぜ５、６年生だけなのです

か。 

また、ほかの学年にも使えるようになるの

ですか。 

なぜ電子黒板を使って勉強をしようと思っ

たのですか。 

二つ目の質問です。 

赤ちゃんを産む病院について。 

今、大野市や勝山市には、赤ちゃんを産む

ことができる病院がありません。 

赤ちゃんを産むときは、福井市まで行かな

くてはならないそうです。 

遠くて大変だと思います。 

そこで、質問です。 

「病院がないから子どもをつくらない」と

いう人もいると思うのですが、それについて

どう思いますか。 

○議長（高村あかり君） 

福田ちひろさんの質問について、答弁をお

願いします。 

副市長、今さん。 

○副市長（今 洋佑君） 

福田議員ご質問の二つ目「赤ちゃんを産む

病院」についてにお答えします。 

大野の子どもたちは、お父さんやお母さん

などご家族にとって、大切な宝物であること

は言うまでもなく、さらには大野市に住んで

いる人、みんなの宝物でもあります。赤ちゃ

んが産まれるということは、とてもうれしい

ことです。 

その子どもを持ち、育てるという判断をす

る上では、赤ちゃんを産むときのことはもち

ろんでありますけれども、むしろその後の子

育てや教育など、長期間にわたるいろいろな

ことを考えることとなります。 

その点において、大野市は豊かな自然に恵

まれていますし、昔からの人と人との助け合

い、思いやりの心、まさに「結の心」ですけ

れども、これを大切にしているとても住み良

いまちで、さらには保育園、幼稚園の環境、

小学校、中学校での教育も充実しています。 

私自身も現在、２歳とゼロ歳の二人の子ど

もの父親ですが、大野の自然環境の素晴らし

さ、また食べ物・水の安全さ、子育てのサポ

ート体制の充実ぶりなど、子育てを実際にし

ていて、大野の良さを実感しています。 

このように、この大野は、安心して子ども

を持ち、子育てができるまち、子どもたちが

元気に伸び伸び育つまちであると考えていま

す。 

とはいえ、議員も心配されていますとおり、

出産には危険も付き物であります。 

ですので、大野に出産ができる病院がある

ということであれば、それが確かに望ましい

ことではあります。 

しかしながら、赤ちゃんを産むためのお医

者さんの仕事はとても大変ということもあり

まして、大野市に限らず、全国的にそのよう

なお医者さんが、数が不足しているというの

が現状でございます。 

そこで、大野市では、赤ちゃんを産む病院

が市内になくても、安心して赤ちゃんを産ん

で育てることができるように、お医者さんな

どと協力した取り組みを進めています。 

例えば、現在、大野市には、赤ちゃんがで

きたことが分かってから赤ちゃんが産まれる

までの間に、お母さんの健康状態、またお腹

の中の赤ちゃんの様子を調べることができる

お医者さんが１件あります。ここでしっかり

と検査を受けてもらうことができます。 

また、同時に、妊娠中のお母さんやそのお

父さん、だんなさんですね、のための子育て

講座なども行っています。 
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そして、いよいよ赤ちゃんが産まれる日が

近くなってきましたら、大野市のお医者さん

は、これまでの検査の記録を福井市などにあ

る赤ちゃんを産むことができる病院のお医者

さんにしっかりとお知らせをして、お母さん

が安心して赤ちゃんを産むことができるよう

に取り組みをしています。 

このような取り組みをこれからも充実させ

ていくことを通じまして、大野で育った子ど

もたちが大人になったときに、この大野で結

婚して、お父さん、お母さんになりたいとい

うふうに思ってもらえたら、とてもうれしく

思っております。 

○議長（高村あかり君） 

教育長、松田さん。 

○教育長（松田公二君） 

福田議員ご質問の「電子黒板」についてお

答えします。 

まず「ほかの学校の５、６年生も電子黒板

を使って勉強しているのですか」についてお

答えします。 

大野市では、昨年度、阪谷小学校と同じ電

子黒板を市内全ての小学校５、６年生の教室

と中学校１、２、３年生の教室に整備しまし

た。市内のほかの小学校の子どもたちも同じ

ように電子黒板を使って勉強しています。 

次に「電子黒板は、なぜ５、６年生だけな

のですか」についてお答えします。 

５、６年生になりますと、学習する内容が

多くなったり、内容を理解することが難しく

なったりします。また、いろいろな資料を関

係付けながら考えなければならない場面も増

えてきます。そこで、いろいろな情報を効果

的に見ることができる電子黒板を５、６年生

に整備しました。 

また「ほかの学年にも使えるようになるの

ですか」についてですが、一つの教室に電子

黒板を整備するのには、およそ90万円の費用

が掛かります。市内の１年生から４年生まで

の学級数は現在49学級あり、仮に全ての教室

に、新たに電子黒板をそろえようとしますと、

費用はおよそ4,400万円になります。 

このように電子黒板をそろえるにはたくさ

んのお金が必要になりますが、学校では、電

気代や水道代を支払ったり、施設や設備を修

理したりするお金も必要です。 

また、学校以外でも道路や橋の工事など、

大野市としてたくさんのお金が掛かることが

あるため、今のところ、ほかの学年にも電子

黒板をそろえることは考えていません。 

４年生までの皆さんには、これまでに買っ

てあった電子黒板や大型テレビを使って勉強

していただきたいと考えています。 

最後に「なぜ電子黒板を使って勉強しよう

と思ったのですか」についてお答えします。 

これまで学校の先生方は、資料を模造紙に

書いたり、実物を見せたりしながら、学習を

進めてきましたが、図が小さくて見えにくか

ったり、分かりにくかったりしました。そこ

で、電子黒板を取り入れ、楽しく、分かりや

すい授業をつくろうと考えました。 

実際に、今、議員が言われたように、電子

黒板を使った授業で感じておられるように、

図や資料が見やすく拡大されたり、関連する

動画を見たりすることによって、今まで以上

に学習への興味や関心が高まり、分かりやす

く勉強をしていることでしょう。 

これからも電子黒板などを使った授業に積

極的に取り組み、皆さんの笑顔があふれ、

「なるほど」「そうか」などのつぶやきが多

く聞かれる活気のある学習ができるように努

力していきます。 

○議長（高村あかり君） 

以上で福田ちひろさんの質問を終わります。 

福田さんは、自分の席に戻ってください。 

村松太郎さんは、質問席へお願いします。 
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（５番 村松太郎君 質問席へ移動） 

○議長（高村あかり君） 

次に、５番、和泉小学校６年、村松太郎さ

んが質問を行います。 

（５番 村松太郎君 「議長」と呼ぶ） 

○議長（高村あかり君） 

村松さん。 

○５番（村松太郎君） 

和泉小学校６年、村松太郎です。 

通学路について。 

僕たち和泉小学校の半数以上の児童は、放

課後、少し離れた児童クラブにほとんど毎日

通っています。 

下校のときにみんなで集まって行くのです

が、その児童クラブへは、横断歩道のある国

道を必ず渡らないといけません。 

道の駅を利用する車や大型トラックなど、

さまざまな車がスピードを出して通るので、

「とても危険だなあ」といつも思います。 

左右をしっかり確認して、車が完全に止ま

ったことを確認してわたることも心掛けてい

ますが、日によっては、低学年だけで行くこ

ともあるので、やはり心配です。 

そこで、質問をします。 

歩行者用信号機は、すぐに設置できないの

ですか。 

また、６年生で次のような提案を考えまし

た。 

道の駅九頭竜の前に歩行者用信号機を設置

してほしいです。 

二つ目の質問です。 

僕たちの通っている和泉小学校は、できて

間もない新しい学校です。校舎は木材をたく

さん使っていて、開放的です。また、冬は二

重の窓と蓄暖がついているので、外は寒くて

も校内はポカポカと暖かいです。 

このように、冬のことを考えた造りになっ

ているので、僕たちはとても快適に過ごして

います。 

そんな校舎なのですが、「ちょっと不便だ

なあ」と思うところがあります。 

僕たちがよく使う体育館には、一旦２階に

上がってから、また１階に下りなければいけ

ません。 

なぜなら、１階から体育館に通じる扉だけ

が、引き戸ではなくて、家のドアのようにな

っているタイプだからです。 

強風が吹くと、とても危険だという理由で、

毎日のように２階に上がって、１階に下りる

ことを繰り返しています。 

そこで、次のような提案と質問をします。 

外に出る１階の扉を引き戸にして、１階か

ら外へ出られるようにしてほしいです。 

引き戸にするには、どれくらいのお金が掛

かるのですか。 

○議長（高村あかり君） 

村松太郎さんの質問について、答弁をお願

いします。 

市長、岡田さん。 

（市長 岡田高大君 答弁席へ移動） 

○市長（岡田高大君） 

村松議員ご質問の「通学路」についてお答

えします。 

まず「歩行者用信号機は、すぐに設置でき

ないのですか」についてですが、信号機は歩

行者用信号機を含め警察が調査し、必要かど

うかを確認して設置しています。 

先ほどの木下議員にもお答えしましたが、

どこかに信号機を設置するためには、車の交

通量など、いろいろなことを調査する必要が

あり、すぐに設置できないそうです。 

次に、和泉小学校の６年生が考えてくれた

「道の駅九頭竜の前に、歩行者用信号機を設

置してほしい」という提案についてですが、

以前にも皆さんが国道を渡るときは危険だと

いうことで、信号機を設置してほしいという
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要望があり、警察で調査したことがあるそう

です。 

調査の結果は、車の交通量や歩行者横断数

が少ないなど、設置の基準を満たしておらず、

信号機を設置できなかったそうです。 

しかし、皆さんの安全を守ることは、大変

大事なことですから、警察では車のスピード

の取り締まりを行ったり、交通ルールを守る

ような呼び掛けを行うなどしています。 

また、学校では、おうちの方や見守り隊の

方に低学年の下校時の見守りをお願いし、皆

さんの安全を守ってもらっています。 

先生方にも天候などによっては、一緒に下

校していただき、児童クラブまでの道のりの

安全を守ってもらっています。 

皆さん自身も交通ルールを守って、左右を

確かめたり、しっかり手を上げたりして、進

んで安全な行動ができるように心掛けていた

だきたいと思います。 

次に「学校内の設備」についてお答えしま

す。 

まず「和泉小学校の外に出る１階の扉を引

き戸にできないか」についてですが、現在、

和泉小学校では、児童の皆さんが隣の体育館

に移動するときは、校舎と体育館を結ぶ２階

の渡り廊下を通っていると聞いております。 

ご質問のように、１階の多目的ホールの扉

から外に出て体育館に行くことができますが、

ホールの扉が開き戸のため、突風などで扉が

突然閉まることにより、児童の皆さんの手な

どが挟まれ、けがをする恐れがあることから、

現在、緊急のとき以外は、その扉を利用しな

いよう学校で決めているとのことです。 

学校を建てるときに、地区の方や学校の先

生と相談をして、児童の皆さんが台風や大雨、

大雪のときでも安全に体育館に移動できるよ

うにするとともに、グラウンドへの荷物の運

搬のことなども考え、２階に渡り廊下を造り

ました。 

これからも安全のために校舎から体育館に

行くときは、渡り廊下を通っていただきたい

と思います。 

なお多目的ホールの開き戸を引き戸にする

ためには、およそ90万円の経費が掛かります。 

○議長（高村あかり君） 

以上で村松太郎さんの質問を終わります。 

村松さんは、自分の席に戻ってください。 

木間来実さんは、質問席へお願いします。 

（６番 木間来実君 質問席へ移動） 

○議長（高村あかり君） 

次に、６番、上庄小学校６年、木間来実さ

んが質問を行います。 

（６番 木間来実君 「議長」と呼ぶ） 

○議長（高村あかり君） 

木間さん。 

○６番（木間来実君） 

上庄小学校６年、木間来実です。 

一つ目の質問をします。 

地域の建物や施設について。 

今、私の通っている上庄小学校では、グラ

ウンドの整備工事が行われています。 

２学期に新しくなったグラウンドで体育大

会が行うのが楽しみです。 

３階の教室から、工事の経過を眺めている

と、最初のころは、たくさんの白い堅そうな

石がたくさん見えていましたが、最近では、

きれいな土が滑らかに敷かれているのが分か

ります。 

また、昨年から教室にエアコンが取り付け

られました。 

３階で先生も含め39人いる私たちの教室は、

朝から気温が30度もあり、湿度は70㌫を超え

て、とても過ごしにくいのですが、今年の夏

はエアコンを動かしていただき、とても助か

っています。 

そこで、質問をします。 
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地域にある建物を建て替えたり、整備する

のは、誰が決めるのですか。 

今回の工事は、いつから計画していました

か。 

また、グラウンドの整備工事やエアコン取

り付けには、幾らぐらいの費用が掛かります

か。 

昨年１年間で、エアコンを使用したために

掛かった電力量はどのくらいですか。また、

その費用は幾らぐらい掛かりましたか。 

地域に公民館や集会場などの建物を建てる

ときには、地域の人の意見は、どのように集

めているのですか。 

二つ目の質問をします。 

手洗いについて。 

有終南小学校では、トイレを新しくして、

気持ちよくなったと聞いています。 

上庄小学校もトイレが古いです。 

臭かったり、ドアも何回も修繕して使って

います。 

このような実際に使用している私たちの願

いを、どのような形で届けたらよいのですか。 

また、トイレの改修工事はしてもらえない

のですか。 

○議長（高村あかり君） 

木間来実さんの質問について、答弁をお願

いします。 

市長、岡田さん。 

○市長（岡田高大君） 

木間議員のご質問の「地域の建物や施設」

についてお答えします。 

まず「地域にある建物を建て替えたり、整

備するのは誰が決めるのですか」についてで

すが、身近な例を挙げますと、上庄地区では

Ｂ＆Ｇ海洋センターの外壁の修理や上庄小学

校のグラウンドの土の入れ替えの工事を行い

ました。 

これらの工事は、地域の皆さんから出され

た建物などを直してほしいとの要望を受けて

行う場合や、皆さんが使う建物などを、いつ

までも安全で安心して使ってもらえるように、

大野市が考えて行う場合があります。 

大野市では、平成25年に市内全ての建物に

ついて、どれだけの人がどのように使ってい

るのか、建物が建てられて、どれだけ古くな

っているのか、どれだけ痛んでいるのかを調

べ、市議会や地域の代表の人たちなど、いろ

いろな立場の人から意見を聞き、今ある建物

について、将来的に「建て替える」「ほかの

建物と一緒にする」「取り壊しをする」など

の方向性を決めましたので、これに沿って整

備しています。 

また、新たに建物を整備する場合にも、建

物が市民にとってどのように役立つのか、ど

のように建てると使いやすくなるかなど、い

ろいろな人から意見を聞いて整備しています。 

実際に工事などを行う場合は、大野市が工

事の計画と予算の案を作り、市民の代表であ

ります市議会と話し合って決定しています。 

次に「上庄小学校のグラウンドの整備は、

いつから計画していましたか」、また「グラ

ウンドの整備やエアコン取り付けには幾らぐ

らいの費用が掛かっているのですか」につい

てお答えします。 

市内小学校のグラウンドの整備は、児童の

皆さんが安全で楽しく体育の授業や運動会な

どができるように、グラウンドに石が出てい

ないかや、水はけがよいかなどの様子を見な

がら、計画的に行っています。 

上庄小学校のグラウンド整備については、

昨年、具体的な計画を立て、今年６月から工

事を始め、先日の８月19日に完成しましたの

で、今は自由に使っていただいて大丈夫です。 

グラウンドの整備に掛かった費用は、およ

そ940万円です。 

また、エアコンについては、平成26年度に
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上庄小学校の普通教室に新しく12台を取り付

け、設置に掛かった費用は、工事代も含めて、

およそ1,700万円であります。 

次に「昨年１年間でエアコンを使用したた

めに掛かった電力量はどのくらいですか」、

また「その費用は幾らぐらいですか」につい

てお答えします。 

学校では、エアコンだけでなく、多くの電

気機器を使うため、エアコンだけの電力量や

電気代を計算することは、非常に難しいので

すが、上庄小学校のエアコンを設置する前の

平成25年度の電力量は、およそ10万8,000㌔

㍗アワー、電気代は210万円で、設置した後

の平成27年度の電力量は、およそ14万3,000

㌔㍗アワー、電気代にしますと、およそ310

万円でした。 

エアコンを設置する前の平成25年度と設置

した後の平成27年度を比較しますと、電力量

は、およそ３万5,000㌔㍗アワー、電気代は

およそ100万円増えています。 

次に「地域に公民館や集会場などの建物を

建てるときには、地域の人の意見はどのよう

に集めているのですか」についてお答えしま

す。 

地域の公民館や集会場などは、地域の子ど

もからお年寄りまでが気軽に集まり、話し合

い、学習するなど、交流を深めるためにもと

ても重要で、市民の皆さんにとって、一番身

近な建物です。 

このため、公民館や集会場を大野市が建て

る場合は、皆さんが利用しやすくなるよう、

地区の代表の人たちなどから意見を聞く機会

を設けるようにしています。 

次に「トイレの改修の願いをどのような形

で届けたらよいのですか」「トイレの改修工

事はしてもらえないのですか」についてお答

えします。 

トイレを新しくしてほしいとのことですが、

まずは学校生活で、改善してほしいことなど

があったときは、児童会や学級会で話し合い、

みんなの力で解決できないかを考えてほしい

と思います。 

例えば、トイレが臭い、汚いなどを改善す

るためには、みんなで一生懸命掃除したり、

トイレの使い方に注意したりするなど、自分

たちで取り組める方法を考えていただきたい

と思います。 

そしてそれでも改善できない場合には、担

任の先生や教頭先生に相談してください。 

学校では、その内容を職員会議などで話し

合い、必要なときには、校長先生が教育委員

会に相談してくださると思います。 

教育委員会では、施設の痛みや古さなどを

考えて、市議会や関係する方と相談し、優先

順位を決めて取り組んでいます。 

○議長（高村あかり君） 

以上で木間来実さんの質問を終わります。 

木間さんは、自分の席に戻ってください。 

会議の途中ですが、しばらく休憩いたしま

す。 

 

（午後２時57分 休憩） 

（午後３時11分 再開） 

 

○副議長（木間来実君） 

ここからは、私、副議長の上庄小学校６年、

木間来実が会議を進行いたします。 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

村下佳穂さんは、質問席へお願いします。 

（７番 村下佳穂君 質問席へ移動） 

○副議長（木間来実君） 

次に、７番、有終東小学校６年、村下佳穂

さんが質問を行います。 

（７番 村下佳穂君 「議長」と呼ぶ） 

○副議長（木間来実君） 

村下さん。 
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○７番（村下佳穂君） 

有終東小学校６年、村下佳穂です。 

大野市の交通安全について質問します。 

今年から私たちの学校では、自転車で学校

に来る場合、ヘルメットを必ず着用して登下

校することになりました。 

友達と遊びに行くときにも、かぶって出掛

けるようになりました。 

夏休み前には、生活委員会が中心となって、

正しくヘルメットをかぶるよう呼び掛けまし

た。 

また、毎日の集団登校なども、班長が中心

となって安全に学校に来ることができるよう

気を付けています。 

しかし、私たちの地区は狭い道が多く、歩

道がない道もたくさんあります。側溝や川の

横にガードレールがなく、気を付けていても、

はまりそうになるときがあります。 

私も１年生のときに側溝に落ち、痛い思い

をしました。 

また、狭い道をスピードを出してくる車が

多く、歩くのが怖いです。大人の人たちは、

スピードを守っているのでしょうか。 

私たちも一人一人が意識して、交通ルール

を守るように心掛けていかなくてはいけませ

ん。 

ですが、私たちがルールを守っていても、

危険だなと感じるときがあります。 

そこで、次の六つの質問をします。 

大野市役所の方は、子どもたちが通るのに

危険な場所を分かっているのですか。 

実際に行き、何か対策を考えているのです

か。 

大野市内では、きちんと車や自転車の交通

ルールは守られているのですか。 

ガードレールや歩道を作ったり、スピード

の制限の看板を立てたり、スクールゾーンを

作ったりするのは、私たちや学校が言えばし

てくださるのですか。 

それとも事故が起きてからでないとしても

らえないのですか。 

大野市内では、交通安全の呼び掛けはして

いるのですか。 

今後、私たちが通る時間帯に取り締まりを

するなど、私たちが安全に学校に行くことが

できるような取り組みをしたり、もっとみん

ながルールを守るように呼び掛けをしたりす

る予定はありますか。 

○副議長（木間来実君） 

村下佳穂さんの質問について、答弁をお願

いします。 

市長、岡田さん。 

（市長 岡田高大君 答弁席へ移動） 

○市長（岡田高大君） 

村下議員ご質問の「大野市の交通安全」に

ついてお答えします。 

まず「大野市役所の方は、子どもたちが通

るのに危険な場所を分かっているのですか」

についてお答えします。 

毎年、１学期が始まったときに、地区子ど

も会活動や集団下校訓練を通して、各学校で

通学路の安全点検を実施しています。そこで

見つけた危険箇所や皆さんのおうちの方や見

守り隊の方が見つけた危険箇所と合わせて、

教育委員会に報告してもらっています。 

次に「実際に行き、何か対策を考えている

のですか」についてお答えします。 

学校や地域の方から報告された危険箇所に

ついては、教育委員会、建設整備課、県の土

木事務所、警察の担当の人が一緒に点検に行

きます。その学校の教頭先生とＰＴＡの代表

の方も一緒に点検に立ち会ってもらっていま

す。そして、みんなで話し合って、できるだ

け早く対策に取り組んでいます。 

例えば、有終東小学校の通学路では、最近、

道路の端に安全に歩行できるように白線を引
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いたり、ふたのない水路にふたを取り付けた

りするなどの対策を行いました。 

次に「車や自転車の交通ルールは守られて

いるのですか」についてお答えします。 

大野警察署の方にお聞きしたところ、自転

車に乗るルールには、夜間の点灯、二人乗り

禁止、一時停止などがありますが、中学生、

高校生、大人の中で守っていない人もいると

のことでした。警察では、守られていない人

を見かけると、その場ですぐ注意をするそう

です。 

一方で、警察の方からは、小学生はヘルメ

ットをきちんとかぶるなど、交通ルールをし

っかり守っているとのお褒めの言葉もいただ

きました。 

また、車を運転するルールには、スピード

を守ること、運転中の携帯電話の使用禁止な

どがありますが、ルールを守らない人がいる

ことも事実です。 

ルールは守らないと大きな交通事故につな

がるので、守らない人には警察が厳しく注意

しています。 

次に「ガードレール、歩道、スピード制限

の看板、スクールゾーンについて、私たちや

学校が言えば、設置などの対応をしてくださ

るのですか。事故が起きてからでないとして

もらえないのですか」についてお答えします。 

通学路で大きな事故が起きて、尊い命が失

われては大変ですので、大野市では学校や地

域の方、警察などと協力して、危険な場所を

減らしていくように、一生懸命努力していま

す。 

ご質問のうち、ガードレールの設置につい

ては、転落した場合の高さや車の制限速度、

道路の曲がり具合などから必要かどうかを考

えます。さらに地区の皆さんに設置の同意が

必要となります。 

歩道の設置については、道路沿いに歩道を

確保するための土地が必要ですので、道路沿

いに家などが建っている場合には、新しい歩

道を設置することは難しいと考えます。道路

幅が広くて余裕があれば、道路の端に白線を

引いて歩く場所を作ることを考えています。 

次に、スクールゾーンの設置についてです

が、現在、大野市内では、陽明中学校周辺と

有終西小学校周辺の２カ所で「ゾーン３０」

の整備を行い、速度制限の看板が立てられて

います。決められた場所の中の道路は、時速

30㌔㍍の速度制限をして、通学路でもある生

活道路の安全対策を行っています。 

「ゾーン３０」についても、警察をはじめ、

関係する皆さん方と設置できるかどうか検討

していく必要があります。 

次に「大野市内では交通安全の呼び掛けは

しているのですか」についてお答えします。 

市民全体を対象に、交通安全の呼び掛けと

して、春、夏、秋、年末に交通安全県民運動

を行っています。この運動では、交通量の多

い交差点やスーパーマーケットなどの街頭に

立ち、警察の方をはじめ、地区の方や学校の

先生方などが子どもからお年寄りまでに交通

事故防止を呼び掛けています。 

また、交通安全協会の方々や交通指導員が、

小中学校の登校のときや事故が発生しやすく

なる夕暮れ時に、交差点や街頭をパトロール

して、歩行者、自転車、車の交通安全マナー

を良くする呼び掛けをしています。 

最後に「登下校の時間帯に取り締まりをし

たり、安全に登下校することができるような

取り組みをしたり、みんながもっとルールを

守るように呼び掛けたりする予定はあります

か」についてお答えします。 

警察では、皆さんがルールを守るように、

交通量の多い所やスピードを出すと危険な場

所を中心に、交通違反の取り締まりを行って

いるとのことです。 
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大野市では、市内の小中学校、幼稚園、保

育園に対して、交通安全教室を開いたり、子

どもの自転車用ヘルメットを買うお金の補助

をしたりしています。 

大人の方に対しては、地区の会合や行事に

おいて、交通ルールの説明会を開いたり、事

故防止のための呼び掛けをしたりしています。 

そのほかにも、交通安全協会の方々や交通

指導員が指導やパトロールをしたり、自動車

運転講習会や交通安全茶屋を開いたりするな

ど、いろいろな形で交通ルールを守る呼び掛

けを行っています。 

また、各学校でも、おうちの方や見守り隊

の方に毎日の登下校のときや、台風、大雨、

大雪等のときに安全指導をしたり、皆さんを

見守ったりしていただいています。 

今後とも皆さんが安全に登下校できるよう

に、市民挙げて取り組んでいきたいと思いま

す。 

（７番 村下佳穂君 「議長」と呼ぶ） 

○副議長（木間来実君） 

村下さん。 

○７番（村下佳穂君） 

二つ目の質問の「実際に何か対策を考えて

いるのですか」で、お答えしていただいたと

きに抱いた質問です。 

点検に行くと言っていましたが、年に何回

ほど点検に行っているのですか。 

○副議長（木間来実君） 

産経建設部長、朝日さん。 

○産経建設部長（朝日俊雄君） 

先ほど市長も答弁いたしましたとおり、１

学期が始まったときに安全点検を実施してい

ただいて、その結果をもって、先ほど警察と

か、いろんな方と１年に１回点検をしており

ます。 

○副議長（木間来実君） 

以上で村下佳穂さんの質問を終わります。 

村下さんは、自分の席に戻ってください。 

岡本敦樹さんは、質問席へお願いします。 

（８番 岡本敦樹君 質問席へ移動） 

○副議長（木間来実君） 

次に、８番、下庄小学校６年、岡本敦樹さ

んが質問を行います。 

（８番 岡本敦樹君 「議長」と呼ぶ） 

○副議長（木間来実君） 

岡本さん。 

○８番（岡本敦樹君） 

下庄小学校６年、岡本敦樹です。 

僕からは二つの質問をさせていただきます。 

まず一つ目は、大野市の天空の城のアピー

ルの仕方についてです。 

今、天空の城は、大野市として強くアピー

ルできるものの一つです。 

一方、天空の城でアピールしている市町村

や国は、ほかにもあります。 

例えば、兵庫県や岡山県やドイツなどです。 

大野市は、茨城県古河市と姉妹都市を結ん

でいますが、それとは別に天空の城つながり

ということで、それらの市と姉妹都市を結び、

交流していくとよいと考えます。 

外国と姉妹都市を結べば、大野市のイメー

ジが上がり、国際的に注目されるからです。 

このことについて、大野市のお考えをお聞

かせください。 

二つ目の質問です。 

しょう油作り体験を生かしたイベント作り

です。 

僕は、先月、町内のイベントで大野市内の

しょう油屋さんに行って、しょう油作り体験

のイベントに参加しました。 

それは、とっても楽しかったです。 

しょう油作りについての詳しいお話まで聞

けたので、最高でした。 

しょう油かつ丼を開発したのも、そのおし

ょう油屋さんだと聞いています。 
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そこで、自分で作ったオリジナルしょう油

をかつ丼にかけて、特製オリジナルしょう油

かつ丼を作って食べるというイベントを企画

するとよいのではないかと考えます。 

福井県は、福丼県（ふくどんけん）としてもアピ

ールしているので、それと連動させると盛り

上がると思います。 

自分で作ったしょう油を使うと、おいしさ

も倍増するし、イベントとしても楽しくて、

とても話題になると思います。 

このことについて、大野市のお考えをお聞

かせください。 

○副議長（木間来実君） 

岡本敦樹さんの質問について、答弁をお願

いします。 

市長、岡田さん。 

（市長 岡田高大君 答弁席へ移動） 

○市長（岡田高大君） 

岡本議員のご質問にお答えします。 

日本には、越前大野城のような雲の上に浮

かんでいるように見える城が多くあります。 

中でも有名な兵庫県朝来市の竹田城跡と岡

山県高梁市の備中松山城、そして大野市の越

前大野城を「日本三大天空の城」と名付けて、

お城がある三つの市が協力して、パンフレッ

トの作成や切手シートを販売するなど、いろ

いろなＰＲをしています。 

外国にも雲の上に浮かんでいるように見え

るお城や遺跡がありますが、ドイツには、ド

イツ三大名城の一つとされるホーエンツォレ

ルン城があり、雲に浮かぶ古い城は、とても

きれいな風景となっています。 

「天空の城がある市と姉妹都市となっては

どうですか」というお尋ねですが、現在、大

野市の姉妹都市は、歴史的なつながりや、そ

こに住む人たちとの交流の深さによって結ん

でおり、現在のところ姉妹都市は、茨城県古

河市だけです。 

古河市とは、今から334年前の江戸時代に、

現在の古河市にあった古河藩の殿様の４番目

の子どもが大野藩の殿様となった歴史から、

平成２年に姉妹都市となりました。 

古河市と姉妹都市になれましたのは、長い

間、市民がお互いに交流を深め、気持ちを高

めてきた結果であり、現在もいろいろな分野

で幅広くお付き合いをしています。 

このため「天空の城があるから」という理

由だけで姉妹都市になろうとは考えていませ

んが、天空の城を持つ三つの市が、これまで

以上に協力する取り組みを進めていきたいと

考えています。 

次に「しょう油作り体験を生かしたイベン

ト」についてお答えします。 

岡本議員が体験されたしょう油作りは、大

野市内のしょう油作り会社が、材料の「もろ

み」をかき混ぜる作業や、かき混ぜた「もろ

み」を布に包んでしょう油を搾る作業を約１

時間を掛けてできる体験施設を作ったもので、

今年の３月20日の開始からこれまでに観光客

や大野市民の方など約300人が体験していま

す。 

このしょう油作り体験を生かしたイベント

として、大野市の新しい土産物や体験観光ツ

アーを企画している越前おおの雇用創造推進

協議会という名前の団体が、７月23日と24日

に、しょう油作り体験と、自分で作ったしょ

う油でサバの丸焼きを味わう観光ツアーを試

しに行いました。 

今後は、大野市の食文化を体験する観光ツ

アーとして本格的に売り出し、より多くの

方々にしょう油作りの楽しさを体験してもら

いたいと考えています。 

また、自分で作ったしょう油で特製オリジ

ナルしょう油カツ丼を作って食べるイベント

につきましても、越前おおの雇用創造推進協

議会の観光ツアーの一つとして開催できない
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かと、しょう油カツ丼の作り方や会場の候補

地などを、よく調べて考えているところです。 

また、しょう油カツ丼が大好きなメンバー

でつくっている「世界醤油カツ丼機構」とい

う名前のグループや、大野市内でしょう油カ

ツ丼を出しているお店では、大野市内や市外

の観光イベントなどに、しょう油カツ丼のコ

ーナーを作り、より多くの人にしょう油カツ

丼を味わってもらう取り組みを進めています。 

今後も、このような取り組みと協力しなが

ら、大野市生まれのしょう油カツ丼が、全国、

全世界の人たちに愛される大野を代表するグ

ルメの一つとなるよう、積極的にＰＲを行っ

ていきたいと考えています。 

（８番 岡本敦樹君 「議長」と呼ぶ） 

○副議長（木間来実君） 

岡本さん。 

○８番（岡本敦樹君） 

この質問を考えたあと、よく考え、思いつ

いたことを言わせていただきます。 

このしょう油作りの体験のイベントについ

てですが、そのイベントだけではなく、近く

に無料でできるイベントなども作ってはどう

でしょうか。 

○副議長（木間来実君） 

産経建設部長、朝日さん。 

○産経建設部長（朝日俊雄君） 

岡本議員がご体験されたしょう油体験です

ね、そちらでは、やはりお店で人が対応して

するということで、やはりお金も掛かります。 

そういう中で、1,000円をいただいて、皆

さんに見ていただくということで、今、無料

の所を作るということについては、なかなか

難しいかなと思っているところでございます。 

○副議長（木間来実君） 

以上で岡本敦樹さんの質問を終わります。 

岡本さんは、自分の席に戻ってください。 

村田湧豊さんは、質問席へお願いします。 

（９番 村田湧豊君 質問席へ移動） 

○副議長（木間来実君） 

次に、９番、小山小学校６年、村田湧豊さ

んが質問を行います。 

（９番 村田湧豊君 「議長」と呼ぶ） 

○副議長（木間来実君） 

村田さん。 

○９番（村田湧豊君） 

小山小学校６年、村田湧豊です。 

去年、僕たちの教室にクーラーが入りまし

た。 

夏休み前の暑い日に使うことができて、と

ても気持ちよく学習することができました。 

そこで、質問をします。 

教室以外の特別教室にはクーラーを付けな

いのですか。 

体育館にもクーラーを付けたり、床暖房を

付けたりすることはできないのですか。 

特別教室や体育館にクーラーなどを設置し

ようとすると、どれくらいお金が掛かります

か。 

○副議長（木間来実君） 

村田湧豊さんの質問について、答弁をお願

いします。 

市長、岡田さん。 

（市長 岡田高大君 答弁席へ移動） 

○市長（岡田高大君） 

村田議員ご質問の「クーラー」についてお

答えします。 

まず「特別教室にはクーラーを付けないの

ですか」についてお答えします。 

大野市では、平成26年度までに全ての小学

校の普通教室にクーラーを設置しました。 

小山小学校の普通教室には、７台のクーラ

ーを設置し、その費用は工事代も含めておよ

そ1,400万円でした。 

クーラーを設置した教室で「とても気持ち

よく学習することができています」とお聞き
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して、大変うれしく思っています。これから

も快適になった教室で勉強を頑張ってくださ

い。 

議員がおっしゃる理科室や音楽室などの特

別教室にクーラーを付けることについて、大

野市では、学校の学習で必要な大型テレビや

デジタル教科書などを買ったり、急に学校の

施設や設備を修理したりするのに、たくさん

のお金が必要となり、また学校以外にも、赤

ちゃんや高齢者の方が健康に楽しく生活でき

るようにしたり、道路や橋などを直したりす

るなど、いろいろなことに使わなければなり

ませんので、特別教室にクーラーを付けるこ

とについては考えておりません。 

次に「体育館にもクーラーを付けたり、床

暖房を付けたりすることはできないのですか」

「特別教室や体育館にクーラーを設置すると、

どのくらいお金が掛かりますか」についてお

答えします。 

小山小学校の体育館にクーラーと床暖房を

付ける場合の経費は、クーラーの設置におよ

そ2,700万円、床暖房の設置におよそ9,000万

円が掛かり、特別教室にクーラーを付ける場

合の費用は、クーラー１台当たりおよそ200

万円掛かります。 

また、小山小学校だけでなく、他の九つの

小学校にもクーラーや床暖房を付けることに

なりますと、非常にたくさんのお金が掛かり

ます。 

先ほどもお答えいたしましたが、大野市全

体のお金は、学校以外にもいろいろなことに

使わなければなりませんので、体育館にクー

ラーを付けたり、床暖房を付けたりすること

は考えておりません。 

○副議長（木間来実君） 

以上で村田湧豊さんの質問を終わります。 

村田さんは、自分の席に戻ってください。 

田中千大さんは、質問席へお願いします。 

（10番 田中千大君 質問席へ移動） 

○副議長（木間来実君） 

次に、10番、有終西小学校６年、田中千大

さんが質問を行います。 

（10番 田中千大君 「議長」と呼ぶ） 

○副議長（木間来実君） 

田中さん。 

○10番（田中千大君） 

有終西小学校６年、田中千大です。 

町のにぎわいについて質問します。 

僕は、大野が大好きです。 

それは大野のまちが、歴史があるからです。 

でも、ちょっと不便なこともあります。 

それは買い物をするとき、まちなかにお店

が少ないということです。 

まちなかには、空き地や空き家が多いと思

います。その空き地にお家やお店が建てば、

にぎやかになると思います。 

そこで、質問をします。 

まちなかの空き地や空き家を減らすために、

大野市では何かしているのでしょうか。 

あれば教えてください。 

僕が住んでいる大和町は、お父さんのとき

と比べると、子どもの数が３分の１以下だと

聞きました。 

僕は、皆が大野にずっと住み続けられるよ

うに、多くの若い人が大野に住み続けられる

ように、大野市で何かやっていることがあれ

ば教えてください。 

○副議長（木間来実君） 

田中千大さんの質問について、答弁をお願

いします。 

市長、岡田さん。 

（市長 岡田高大君 答弁席へ移動） 

○市長（岡田高大君） 

田中議員のご質問にお答えします。 

まず「まちなかの空き地や空き家を減らす

ための取り組み」についてお答えします。 
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少子化や高齢化などにより、大野市の人口

は減ってきており、それにより買い物をする

方も減ってきていることから、お店が減り、

まちなかの空き地や空き家が目立ってきてい

ます。 

そこで、大野市では、先祖から受け継がれ

てきた城下町を生かし、たくさんの方に大野

市へ来てもらえるよう、多くの取り組みを行

っており、その一つとして、まちなかの空き

地や空き家の利用を支援する取り組みがあり

ます。 

まちなかの空き家となっている住宅に住む

人への取り組みとして、これから大野市内に

住むようになった人や、40歳以下の人が空き

家を購入する場合や、その購入した空き家を

リフォームする場合、最大100万円を補助し

ており、平成19年から、３人の方が空き家を

購入し生活しています。 

また、空き地や空き家を活用してお店を開

く人への取り組みとしては、空き地に新しい

お店を建築する費用や、空き家をリフォーム

する費用について、最大100万円を補助して

います。家賃を払っているお店をリフォーム

した場合にも、商売が順調に続くように、お

店の家賃に対して２年間補助しており、これ

らの取り組みで、平成８年から36人の方がま

ちなかの空き地、空き家を利用してお店を開

いています。 

そのほかの取り組みとして、現在営業して

いるお店がなくなって、空き地や空き家にな

らないように、商売の後を継ぐ人がお店を新

築する費用やリフォームする費用についても

最大100万円を補助する取り組みなどを行っ

ており、平成23年から５件のお店が後継ぎの

方によって営業を続けています。 

さらに昨年からは、まちなかに住みたい人

やお店を開きたい人向けに、空き地や空き家

を見学してもらうツアーを開催し、空き地や

空き家を貸したい人と借りたい人をつなげる

取り組みを行っています。 

次に「若い人が大野に住み続けられるよう

に、大野市で何かやっていることがあるので

すか」とのご質問にお答えします。 

大野市に住む人の数が減ってしまうと、大

野のまちの力が弱くなってしまうため、大野

市では、これ以上住む人が減らないように、

いろいろな工夫をしています。 

これから大人になる田中議員の人生に当て

はめてお答えしますと、まず中学や高校を卒

業して大野市に住んで就職しますと、「はた

らく若者定住奨励金」として１年間12万円を

長くて４年間、21歳まで応援します。 

また、大学や短期大学、専門学校などへ進

学したときには、「結の故郷奨学金」を自宅

から通学する場合は毎月１万円、それ以外の

場合は毎月２万円を受けることができます。 

奨学金とは、学校に通うためのお金を借り

て、卒業して働き出してから返すものですが、

「結の故郷奨学金」は、卒業してから大野市

に住むと、奨学金の半分を返さなくてもよく、

結婚して夫婦で大野市に住むと全部を返さな

くてもよい制度です。 

そして、田中議員が結婚したときや、子ど

もが生まれたときには、「すこやか・ゆめみ

らい応援券」という制度があり、１年間に10

万円の大野市内で使える商品券を長くて３年

間もらうことができますし、大野市内で結婚

式を挙げるときにも、掛かったお金の一部分

を応援しています。 

また、子どもを育てているお父さん、お母

さんには、中学生までの子どもがお医者さん

に掛かったお金が返ってくる制度や、兄弟が

２人以上いる場合、弟さんや妹さんの保育園

や幼稚園の保育料が半分になったり、無料に

なったりする制度もあります。 

大都市では、保育園がいっぱいで子どもを
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保育園に通わせられないことが大きな問題と

なっていますが、大野市では、全員保育園に

入ることができます。 

お金の応援以外にも、小学生に、それぞれ

の地域に伝わる踊りなどをふるさと芸能とし

て披露してもらったり、有終西小学校の５年

生全員におおの踊りへ参加してもらったり、

中学生には、みこし・ダンスパフォーマンス

をしてもらうなど、ふるさと大野を愛し、貢

献する気持ちを持ってもらえるようにしてい

ます。 

さらに大野市から出ていく前の高校生のお

兄さん、お姉さんには、大野市のことを忘れ

ないように「大野へかえろう」という歌をみ

んなで歌ったり、大野市のお店のポスターの

展覧会や大野市の写真集を作る予定です。 

ポスターや歌、写真集などを通じて、大野

市で生活している大人の人や、頑張っている

お店、大野市の素晴らしい自然などを、これ

から大人になる皆さんに知ってもらい、大都

市へ出て行っても、大野市のことを思い、将

来は大野市に帰りたいと感じてくれるように

なってほしいと考えています。 

このように、これから大人になる皆さんに、

大野市ではいろいろな工夫をして、「結の故

郷越前おおの」に住み続けてもらえるように

努力してまいります。 

○副議長（木間来実君） 

以上で田中千大さんの質問を終わります。 

田中さんは、自分の席に戻ってください。 

高村あかりさんは、質問席へお願いします。 

（１番 高村あかり君 質問席へ移動） 

（１番 高村あかり君 「議長」と呼ぶ） 

○副議長（木間来実君） 

高村さん。 

○１番（高村あかり君） 

乾側小学校６年の高村あかりです。 

私は、学校でもらう大野市のチラシやポロ

シャツに書いてある結の故郷というロゴマー

クをよく見かけます。 

ロゴマークが入ったＴシャツは、学校の先

生や私の母も着ています。 

６年生の国語の授業の大野市の魅力を伝え

るパンフレット作りでも、ロゴマークを使い

ました。 

ロゴマークは、シンプルで覚えやすいと思

いますが、逆にシンプル過ぎて、観光客の印

象には残りにくいと思います。 

もっと大野の特産物がデザインされていた

り、色をカラフルにしたりすると、観光客の

目を引いたり、印象に残ったりするのではな

いかと思います。 

そこで、二つ質問します。 

一つ目は、結の故郷というキャッチフレー

ズのロゴマークやデザインは、いつ、どのよ

うにして決まったのですか。 

二つ目は、なぜ「故郷（こきょう）」を「くに」

と呼ばせるのですか。 

観光客には読みづらいと思うのですが、ど

うですか。 

○副議長（木間来実君） 

高村あかりさんの質問について、答弁をお

願いします。 

市長、岡田さん。 

（市長 岡田高大君 答弁席へ移動） 

○市長（岡田高大君） 

高村議員のご質問にお答えします。 

「結の故郷 越前おおの」は、大野市のま

ち全体のイメージを大野市民や大野市以外の

人に強くＰＲするためのキャッチコピーです。 

「結」という言葉には、昔の暮らしの中で、

田植えや稲刈りなどの農作業や山仕事、結婚

式やお葬式などのいろいろな仕事を、みんな

がお互いに助け合ってきたという意味があり

ます。 

大野市では、越前おおのブランド戦略とい
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う計画を作って、大野市の人、歴史、文化、

伝統、自然、食べ物などの素晴らしいものの

全部を越前おおのブランドとして磨き上げ、

皆さんに信頼してもらえるように取り組みを

進めています。 

この越前おおのブランド戦略は、平成24年

に、大学の先生や市民の代表の皆さんが集ま

った委員会で計画案を考え、平成25年２月に

決まりました。 

結の故郷というキャッチフレーズは、この

委員会でまとめられ、「結の故郷 越前おお

の」というブランドキャッチコピーが決まり

ました。 

また、ロゴマークは、平成25年にデザイナ

ーに依頼していくつかのデザイン案を作って

もらい、大学の先生や市民の皆さんが参加す

る会議で意見を聞いて決まりました。 

ロゴマークの形は、大野盆地と荒島岳を基

に、その組み合わせが「結」を象徴するよう

に結び目をデザイン化して、結の精神（こころ）

によって、越前おおのが一つになり、美しい

まちを作っている様子を表わしています。 

次に、「故郷（こきょう）」という漢字を「く

に」と読むことについてですが、皆さんのお

じいちゃんやおばあちゃんが、人に出身地を

尋ねるとき「あなたのお国はどちらですか」

と言っておられたと思います。このときの

「お国」には「ふるさと」という意味がある

ことから「故郷」を「くに」と呼んでいます。 

キャッチコピーとしても「ゆいのこきょう」

や「ゆいのふるさと」と読むより「ゆいのく

に」と読む方が、ＰＲをする際には言いやす

く、人の心に残ると考えて「くに」と読むこ

とにしました。 

そして「くに」と読む方が、自分が生まれ

育った地域を思い出すと思ったからです。 

また、ロゴマークを初めて見る観光客の皆

さんにも「故郷」を「くに」と読めるように、

ロゴにはふりがなを付けています。 

「結の故郷 越前おおの」のキャッチコピ

ーが、もっと市民の皆さんに広く理解される

と、しっかりと「くに」と読んでもらえるよ

うになると考えています。 

○副議長（木間来実君） 

以上で高村あかりさんの質問を終わります。 

高村さんは、自分の席にお戻りください。 

以上で子ども議員質問を終わります。 

日程第６、大野市議会議長より講評をいた

だきます。 

大野市議会議長、髙岡和行さん。 

（大野市議会議長 髙岡和行君 登壇） 

○議長（髙岡和行君） 

本日は、子ども議員の皆さん方、本当にお

疲れさまでした。 

今日は、オブザーバーということで、皆さ

ん方の質問、そして市長、副市長、教育長の

答弁をしっかりと聞かせていただきました。 

皆さん方は、本当に勉強されているんだな

ということをつくづく感じましたし、今年は、

第２回目ということで、再質問をやったこと

に関しては、非常にうれしく思いました。 

われわれ大人の目線とは違った、また皆さ

ん方の子どもの目線からの質問が多いのかな

と思っておりましたら、われわれ大人以上の

質問があって、ひょっともするとその中で再

質問をされたら、理事者の皆さん方は、答弁

に困ったんではないかなというような質問も

ございましたことは、本当にうれしく思いま

した。 

本日１日の議員ということでございますが、

皆さんがこの議場で体験されたこと、本当に

貴重な体験になるんじゃないかなと、今後の

皆さん方の生活にこの貴重な体験を心の中で

とめていただいたらと思っております。 

さて、ご存じのように皆さん方あと６年も

しますと、選挙権が得られます。 
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今年の夏の参議院選挙から、18歳からの選

挙権ということで、投票された方もおいでに

なられると思います。 

なぜ、そういうことを申し上げるかと言い

ますと、年々年々、選挙の投票率が低くなっ

ております。 

投票に行く方が少ない。 

子ども議会は、そういった意味におきまし

ても、皆さん方に小さい今から政治に関心を

持っていただくために、開催をされたのも一

つの目的でございます。 

そして先ほど「僕は大野が大好きだ」とい

う質問がございました。 

そのときは感動いたしました。 

今、市長も申し上げましたけれども、小学

校、中学校、高校、そして一時大学で大野を

離れても、また大野に戻ってきて、そしてこ

こに住み、ここで結婚をして、ここで子ども

を産み、ここで定住をしていただけるような

まちづくりを目指していると市長が申しまし

た。 

われわれ議会も、それに全く考えが一緒で

ございます。 

皆さん方が、この大野に戻って、大野の人

口を増やしていただくことをご期待申し上げ

て、総評とさせていただきます。 

本日は、どうも本当にお疲れさまでした。 

○副議長（木間来実君） 

以上で日程が全て終了しました。 

これをもちまして、平成28年８月第２回大

野市子ども議会を閉会します。 

お疲れさまでした。 

 

（午後４時00分 閉会） 
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議 席 番 号 １  乾 側 小 学 校  ６ 年  高 村 あ か り  

 私 は 、 く じ 引 き で 一 番 を 引 い て 、 議 長 に な り ま し た 。  

 議 長 は 、 み ん な よ り 上 の と こ ろ で い ろ い ろ な セ リ フ を 言 う の で 、

と て も 緊 張 し ま し た 。  

 特 に は じ め の 方 に 議 席 の 指 定 を し た と き は 、 １ 人 で 長 く 話 し た の

で 、 と て も ド キ ド キ し て い ま し た 。  

 み ん な の 質 問 を 聞 い て 、 と て も 納 得 し ま し た 。  

 特 に 福 田 ち ひ ろ さ ん の 「 赤 ち ゃ ん を 産 む 病 院 に つ い て 」 と い う 質

問 で は 、 「 も し 、 赤 ち ゃ ん が 生 ま れ そ う な 人 が 病 院 へ 行 く 途 中 で 赤

ち ゃ ん が 出 て き て し ま っ た ら ど う す る ん だ ろ う 」 と 思 い ま し た 。  

 そ し て 副 市 長 の 今 さ ん の 答 え に 納 得 し て 、 少 し 安 心 し ま し た 。  

 そ し て 後 半 は 、 私 も 質 問 を し ま し た 。  

 私 は 、 「 結 の 故 郷 」 に つ い て 質 問 し ま し た 。  

 「 こ き ょ う 」 を 「 く に 」 と 読 ま せ る 理 由 も 分 か っ た し 、 ロ ゴ マ ー

ク や デ ザ イ ン も ち ゃ ん と 意 味 が あ る と い う こ と が 分 か り ま し た 。  

 質 問 を す る と き は 、 議 長 の と き よ り も 緊 張 し ま し た 。  

 傍 聴 席 で は 、 お 母 さ ん と お ば あ ち ゃ ん と お じ い ち ゃ ん と 妹 ２ 人 が

見 て い た の で 、 少 し は ず か し か っ た で す 。  

 議 員 を 体 験 し て 、 議 員 さ ん は こ ん な に 緊 張 す る こ と を 何 度 も や っ

て い る な ん て 、 と て も び っ く り し ま し た 。  

 議 場 に 入 っ て 議 長 の 席 に す わ る こ と な ん て 、 も う な い か も し れ な

い の で 、 と て も い い 体 験 に な り ま し た 。  

 緊 張 し た け ど 、 少 し だ け 楽 し か っ た で す 。  

 

議 席 番 号 ２  富 田 小 学 校  ６ 年  木 下 結 希 乃  

 私 は 、 子 ど も 議 員 を 体 験 し て 、 ふ だ ん 議 員 が ど ん な 仕 事 を し て い

る の か が 分 か り ま し た 。  

 そ し て 議 場 で は 、 ル ー ル が あ る こ と も 知 り ま し た 。  

 そ れ で 実 際 に 、 大 野 市 の 市 長 さ ん に 質 問 し ま し た 。  
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 私 は 、 信 号 機 を つ け る こ と に つ い て 聞 き ま し た 。  

 大 野 市 で は 、 信 号 機 を つ け る こ と は で き な い け れ ど 、 事 故 を 無 く

す た め に い ろ い ろ な 取 り 組 み を し て い る こ と が 分 か っ て 納 得 し ま し

た 。  

 子 ど も 議 員 を や っ て み る と 、 大 野 市 の こ と が た く さ ん 分 か っ た し 、

大 野 市 の こ と に 興 味 を 持 ち ま し た 。  

 そ し て 私 達 が 発 表 し た こ と が 、 大 野 市 を よ く す る き っ か け に な る

な ん て う れ し い で す 。  

 こ の 体 験 を 、 い ろ い ろ な と こ ろ で 生 か し て い き た い で す 。  

 １ ８ さ い に な っ た ら 選 挙 権 を 得 ら れ る の で 、 国 を 良 く す る た め に

考 え て 投 票 し た い で す 。  

 こ れ か ら も 大 野 が 住 み や す く な っ て い く と よ い と 思 い ま し た 。  

 大 野 が 住 み や す く な っ て い く の が 楽 し み で す 。  

 

議 席 番 号 ３  有 終 南 小 学 校  ６ 年  山 﨑 正 一  

 子 ど も 議 員 を 体 験 し て 思 っ た こ と は 、 大 人 の 議 員 の 人 た ち は い ろ

ん な こ と を 話 し 合 い 、 よ り よ い 大 野 を つ く っ て く れ て い る ん だ な と

い う こ と を 思 い ま し た 。  

 難 し い 問 題 な ど も 考 え て く れ て い る の で 、 と て も 感 謝 し て い ま す 。  

 ぼ く は 、 質 問 席 に 立 っ た と き は 、 と て も き ん 張 し ま し た 。  

 手 を 上 げ て 「 議 長 」 と 言 う と き は 、 頭 が 真 っ 白 で し た 。  

 で も 無 事 に 終 わ っ た と き は 、 ほ っ と 安 心 し ま し た 。  

 お ど ろ い た 事 も あ り ま す 。  

 ぼ く は 、 今 ま で 一 度 も 議 場 に 入 っ た こ と が あ り ま せ ん で し た 。  

 初 め て 入 り 、 い ろ ん な 所 を 見 る と 、 と て も す ご い 場 所 だ な と お ど

ろ き ま し た 。  

 ぼ く は 、 み ん な が な か な か 経 験 で き な い 体 験 を や ら せ て も ら い 、

と て も う れ し く 思 っ て い ま す 。  

 こ の 経 験 を 生 か し て 、 こ れ か ら も が ん ば っ て い き た い と 思 い ま す 。  
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 ぼ く の 質 問 に 優 し く 、 て い ね い に 答 弁 し て い た だ き 、 本 当 に 感 謝

し て い ま す 。  

 

議 席 番 号 ４  阪 谷 小 学 校  ６ 年  福 田 ち ひ ろ  

 私 は 、 今 日 の 子 ど も 議 会 で 「 電 子 黒 板 に つ い て 」 の こ と と 「 赤 ち

ゃ ん を 産 む 病 院 に つ い て 」 を 質 問 し ま し た 。  

 質 問 す る 前 か ら き ん 張 で と て も ド キ ド キ し た け れ ど 、 「 本 当 の 議

員 の 人 は こ ん な ふ う に し て い る の だ な 」 や 「 こ の 議 場 で 大 野 市 の こ

と を 決 め た り し て い る の で す ご い 」 な ど 、 本 物 の 議 員 に な っ た つ も

り で 質 問 す る こ と が で き ま し た 。  

 ま た 、 ぎ も ん に 思 っ て い た こ と が 分 か り 、 す っ き り し ま し た 。  

 電 子 黒 板 を 全 部 の 学 校 の １ ～ ４ 年 生 に も つ け る と 、 4,400 万 円 の

と て も た く さ ん の お 金 が か か る と い う こ と が 分 か り ま し た 。  

 赤 ち ゃ ん を 産 む 病 院 に つ い て は 、 大 野 市 に も 一 つ だ け お な か の 様

子 を 診 察 し て く れ る 病 院 が あ る こ と が 分 か り ま し た 。  

 赤 ち ゃ ん を 産 む 専 門 の 医 者 も 全 国 的 に へ っ て い る と 聞 い た の で 、

も っ と 増 え て 、 人 口 も も っ と 増 え た ら い い な と 思 い ま し た 。  

 議 場 で 「 子 ど も 議 会 」 と い う 貴 重 な 体 験 を し て 、 き ん 張 し た け れ

ど 、 こ ん な 機 会 は も う な い か も し れ な い の で 、 大 切 な 思 い 出 と し て

１ ８ さ い の 選 挙 な ど で 思 い 出 せ た ら い い な と 思 い ま し た 。  

 

議 席 番 号 ５  和 泉 小 学 校  ６ 年  村 松 太 郎  

 ぼ く が 思 っ て い た 議 会 は 、 政 治 に つ い て み ん な で よ く 考 え る 、 そ

ん な 会 だ と 思 い ま し た 。  

 し か し 、 思 っ た よ り も 気 難 し い も の で は な く 、 そ れ ぞ れ の 意 見 を

出 し 合 い 、 今 よ り も っ と 良 い 生 活 を 送 れ る よ う に 話 し 合 う 会 で 、 リ

ラ ッ ク ス し な が ら 取 り 組 め ま し た 。  

 ぼ く は 、 信 号 の 設 置 や 校 舎 の ド ア に つ い て 質 問 し ま し た 。  

 け れ ど 、 議 員 さ ん や 市 長 さ ん だ け で な く 、 た く さ ん の 人 の 許 可 を
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得 な け れ ば 実 行 で き な い の で 、 と て も 難 し い な あ と 思 い ま し た 。  

 最 も 気 に な っ た 質 問 は 、 高 村 さ ん の 「 結 の 故 郷 」 を な ぜ 「 こ き ょ

う 」 で は な く 「 く に 」 と 読 ま せ る の か と い う 質 問 で す 。  

 ぼ く も ど う し て 「 く に 」 と 読 む の か 、 ず っ と 気 に な っ て い ま し た 。  

 答 弁 で は 、 「 こ き ょ う 」 よ り も 「 く に 」 と 読 ま せ た 方 が 、 お じ い

さ ん な ど の 人 は 自 分 が 暮 ら し て い た 地 域 を 思 い 出 し や す い か ら 、 ま

た ロ ゴ マ ー ク に は 読 み 仮 名 が 書 い て あ り 、 誰 で も 読 め る と 言 っ て い

ま し た 。  

 た し か に 「 結 の ふ る さ と 」 よ り も 「 結 の く に 」 の 方 が 、 読 み や す

い し 、 分 か り や す い な あ と 思 い ま し た 。  

 こ の 子 ど も 議 会 で 議 員 を 体 験 し て 、 今 ま で 以 上 に 政 治 に ふ れ た と

思 い ま す 。  

 な の で 、 こ れ か ら 政 治 に つ い て 学 習 す る こ と も 多 く な る と 思 う の

で 、 今 回 の こ と を 思 い 出 し な が ら 取 り 組 ん で み た い と 思 い ま す 。  

 

議 席 番 号 ６  上 庄 小 学 校  ６ 年  木 間 来 実  

 私 は 、 こ の 体 験 は と て も 貴 重 な も の だ っ た と 思 い ま す 。  

 話 し 合 い が 苦 手 な 私 で も 、 子 ど も 議 会 で 自 分 の 意 見 を し っ か り 出

せ た こ と で 、 意 見 を 出 し て も は ず か し く な い ん だ と 思 い 、 話 し 合 い

で し っ か り 意 見 が 出 せ る 気 が し て き ま し た 。  

 そ し て 質 問 を し て 、 い ろ い ろ な こ と が 分 か り ま し た 。  

 学 校 で 使 っ て い る 電 気 は 、 も の す ご い お 金 が か か っ て い ま し た 。  

 こ の 答 弁 を 聞 い て 、 教 室 を 出 る と き に は 、 電 気 が 消 し て あ る か を

確 に ん し た り し て 、 電 気 を 利 用 し よ う と 思 い ま す 。  

 そ し て 電 気 代 を 出 し て く れ て い る 方 に も 感 謝 し て 使 わ な け れ ば い

け な い と 思 い ま す 。  

 ま た ２ つ 目 の 質 問 で 、 ト イ レ の こ と に つ い て 聞 き ま し た 。  

 市 長 の 岡 田 さ ん の 答 弁 の と お り だ と 思 い ま す 。  

 な ん で も お 願 い す る の で は な く 、 ま ず 自 分 た ち が で き る こ と を し
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て か ら お 願 い す る べ き だ と 思 い ま す 。  

 ま た 修 ぜ ん し て く だ さ っ て い る 方 に も 感 謝 し な け れ ば い け ま せ ん 。  

 子 ど も 議 会 と い う 言 葉 を 聞 く と 、 難 し そ う な 感 じ が し ま す 。  

 で す が 、 実 際 に 質 問 を 考 え る と き 、 大 野 に 興 味 を 持 ち 、 ふ り 返 り

な が ら 考 え る こ と が で き ま し た 。  

 私 達 は 、 ６ 年 後 に は １ ８ さ い で 選 挙 権 が あ た え ら れ ま す 。  

 今 回 の 子 ど も 議 会 で 政 治 に 興 味 を 持 ち 、 選 挙 に 行 こ う と 思 い ま し

た 。  

 こ の 子 ど も 議 会 は 、 政 治 に 興 味 を 持 つ き っ か け に な り ま す 。  

 こ れ か ら も 続 け て ほ し い で す 。  

 こ の イ ベ ン ト で 、 わ た し も 政 治 に 関 す る 仕 事 も や っ て み た い な と

思 い ま し た 。  

 

議 席 番 号 ７  有 終 東 小 学 校  ６ 年  村 下 佳 穂  

 私 は 、 ８ 月 ２ ４ 日 に 行 わ れ た 子 ど も 議 会 に 、 有 終 東 小 学 校 の 代 表

と し て 出 席 し ま し た 。  

 始 ま る 前 か ら す ご く き ん 張 し ま し た 。  

 議 会 が 始 ま る と 、 議 席 番 号 ２ ～ ６ 番 の 人 た ち の 質 問 が と て も 堂 々

と し て い て 、 「 あ ん な 風 に 上 手 に 言 え る か な 」 と 不 安 に な り ま し た 。  

 前 半 が 終 わ り 、 休 け い に な り ま し た が 、 ず っ と き ん 張 し て い ま し

た 。  

 休 け い が 終 わ り 、 後 半 が 始 ま り ま し た 。  

 議 席 番 号 ７ 番 の 私 は 、 休 け い の 後 す ぐ で し た 。  

 す ご く き ん 張 し て 、 声 が か す か す に な っ て し ま っ た け ど 、 し っ か

り と で き た と 思 い ま し た 。  

 答 弁 を 聞 く と き も き ん 張 し て い ま し た 。  

 答 弁 を 聞 い た 後 、 再 質 問 も し っ か り で き ま し た 。  

 再 質 問 が で き た ら い い な と 思 っ て い た の で 、 再 質 問 が で き て よ か

っ た で す 。  
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 子 ど も 議 会 が 終 わ っ た 後 、 も の す ご く ほ っ と し ま し た 。  

 子 ど も 議 会 は 、 本 当 の 議 会 の よ う に や っ て い る と 聞 い て お ど ろ き

ま し た 。  

 議 席 番 号 を 決 め る の を く じ で し た り 、 議 場 に 出 入 り す る と き に 一

礼 を す る な ど 、 実 際 に や っ て 、 た く さ ん の こ と を 学 べ ま し た 。  

 大 野 市 子 ど も 議 員 証 明 書 も も ら え た の で う れ し か っ た で す 。  

 き ん 張 し た け ど し っ か り 発 言 で き 、 し っ か り 答 弁 を 聞 け て よ か っ

た で す 。  

 最 高 の 思 い 出 が で き ま し た 。  

 

議 席 番 号 ８  下 庄 小 学 校  ６ 年  岡 本 敦 樹  

 ぼ く の し ょ う 油 か つ 丼 の 提 案 が 採 用 さ れ て 、 今 、 検 討 さ れ て い る

と お 聞 き し て 、 飛 び 上 る ほ ど う れ し か っ た で す 。  

 姉 妹 都 市 の 提 案 に つ い て は 、 今 の と こ ろ は 考 え て い な い と い う お

答 え で し た が 、 そ の 理 由 に は な っ と く で き ま し た 。  

 子 ど も だ か ら と 手 を ぬ か ず に 答 え て く だ さ っ た り 、 対 応 し て く だ

さ っ た り し た こ と が 、 本 当 に 感 謝 の 気 持 ち で い っ ぱ い で す 。  

 今 は 、 こ れ か ら も 大 野 が 発 展 し て い っ て く れ る よ う に 、 ぼ く も で

き る こ と を し て い き た い と 強 く 思 い ま す 。  

 今 回 は こ の よ う な と て も よ い 機 会 を 与 え て く だ さ り 、 あ り が と う

ご ざ い ま し た 。  

 

議 席 番 号 ９  小 山 小 学 校  ６ 年  村 田 湧 豊  

 ぼ く は 、 大 野 市 子 ど も 議 会 へ の 参 加 に 少 し 緊 張 し て い ま し た 。  

 最 初 、 議 場 に 入 っ た と き は 、 市 長 や た く さ ん の 人 が い た の で 、 緊

張 が さ ら に 高 ま り ま し た 。  

 礼 を し て 議 場 に 入 り 、 自 分 の 名 札 の あ る 席 に 座 り ま し た 。  

 ぼ く は 、 大 野 市 民 憲 章 を 首 唱 す る 役 な の で 、 議 場 の 中 央 に 出 て 大

野 市 民 憲 章 を 読 み 上 げ ま し た 。  
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 少 し 引 っ か か っ て し ま っ た と こ ろ も あ り ま し た が 、 最 後 ま で あ わ

て ず 、 間 を 空 け な が ら 読 む こ と が で き た の で 良 か っ た で す 。  

 そ の 後 は 、 前 半 の 質 問 が あ り ま し た 。  

 １ ０ 分 休 憩 の 後 、 い よ い よ ぼ く の 番 が 来 ま し た 。  

 ま だ 緊 張 し て い ま し た が 、 ク ー ラ ー の 設 置 に つ い て 質 問 し ま し た 。  

 質 問 に は 岡 田 市 長 が 答 え て く だ さ い ま し た 。  

 市 長 は 、 ぼ く が い る 小 山 小 学 校 を 例 に あ げ て 、 と て も 分 か り や す

く 説 明 し て く れ ま し た 。  

 質 問 が 終 わ る こ ろ に は 、 も う 緊 張 は し て い ま せ ん で し た 。  

 こ の 子 ど も 議 会 は 、 ぼ く に と っ て と て も い い 経 験 と な り ま し た 。  

 そ し て 、 と て も 勉 強 に な り ま し た 。  

 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 

議 席 番 号 １ ０  有 終 西 小 学 校  ６ 年  田 中 千 大  

 ぼ く は 、 子 ど も 議 員 を 体 験 し て 、 と て も 貴 重 な 体 験 を し た と 思 い

ま し た 。  

 ま ず 質 問 を す る 前 に 、 打 ち 合 わ せ を し ま し た 、  

 議 場 に 入 る と き の マ ナ ー が い っ ぱ い あ っ て 、 す ご い な と 思 い ま し

た 。  

 そ し て 本 番 が 始 ま り ま し た 。  

 本 番 の 質 問 を す る 順 番 は 、 最 後 か ら ２ 番 目 で と て も き ん 張 し ま し

た 。  

 ま ず 最 初 の 人 か ら 言 っ て 、 そ し た ら み ん な う ま く 言 っ て い た の で 、

ま す ま す き ん 張 し ま し た 。  

 自 分 の 番 が き た と き 、 「 は い 」 と い う 声 を で か く 言 お う と し た ら 、

ち ょ っ と 小 さ な 声 で 言 っ て し ま っ た の で 残 念 で し た 。  

 そ し て 原 こ う を 読 ん で い る と き 、 言 葉 を 一 文 飛 ば し て し ま っ た の

で 、 後 で く い が ち ょ っ と 残 り ま し た 。  

 そ し て 原 こ う を 読 み 終 わ っ た ら 、 ほ っ と し ま し た 。  
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 岡 田 市 長 さ ん の 答 え を 聞 い て 、 前 か ら 疑 問 に 思 っ て い た こ と や 気

に な っ て い た こ と が 分 か っ た の で よ か っ た で す 。  

 し か も ８ 月 １ ２ 日 の と き 、 本 会 議 場 に 初 め て 入 っ て 、 す ご い 印 象

を も ち ま し た 。  

 こ の 子 ど も 議 員 の 体 験 は 一 生 に 一 度 か も し れ な い の で 、 と て も い

い 経 験 を し た と 思 い ま し た 。  

 と て も き ん 張 し た け ど 楽 し か っ た で す 。  

 





 


